
構造タンパク質素材の優位性 想定される用途例

鈴木PM 「超高機能構造タンパク質による素材産業革命」

Ø CFRP（炭素繊維強化プラスチック）とPFRP（構造タンパク質繊維
複合プラスチック）を積層させることによって、既存のCFRPよりも

最大荷重及び吸収エネルギーに優れ、破壊挙動を改善した新
規複合材を作製。
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Ø 化学繊維と複合化したゴムと比較すると、構造タンパク質を複合
化したゴムでは被水時の摩擦係数の変化を抑えると同時に、構
造タンパク質の高い吸水性能により摩擦係数が元に戻るまでの
時間が短縮できることを確認。

摩耗試験方法

地方での活用が期待される成果①
積層工法で製造した樹脂複合材

地方での活用が期待される成果②
構造タンパク質を添加したゴム複合材

摩耗試験時の吸水性評価


